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立教学院諸聖徒礼拝堂聖歌隊 OB・OG 会
副会長 浦本 康平
　平素より聖歌隊 OB・OG 会の活動にご理解とご協力を賜り、心より感謝申
し上げます。
　さて、皆様にご報告しなければならないことがございます。長年にわたり会
長として OB・OG 会を導いてくださった長田睦子さんが、去る 4 月にご逝去
されました。長田さんの温かなお人柄と、聖歌隊と OB・OG 会に対する深い
愛情は、私たちの心に深く刻まれております。そのご功績に敬意を表し、謹ん
で哀悼の意を表します。
　この度、長田さんの代理として副会長の私が当面の会務を担わせていただくことになりました。
微力ではございますが、皆様のお力添えをいただきながら、責務を全うする所存です。
　今、OB・OG 会は未来は大きな転換期を迎えています。
　長田さんが築いてこられた伝統を受け継ぎながら、私たちは、世代を超えて誰もが気軽に参加でき、
現役生を力強く支え続けられる、新しい OB・OG 会の姿を模索しています。その実現のため、昨年
から若手メンバーを OB・OG 会役員にも迎え、新体制を発足させました。財政改革や現役聖歌隊の
支援強化はもちろん、若手世代を意識した SNS での情報発信など、多岐にわたる取り組みを始めて
います。
　今後は「OB・OG 会に所属する価値の向上」を目指します。現役と OB・OG のつながり、OB・
OG 同士のつながりをより深く感じ、活動に参加することに喜びを見出せるような、魅力的なコミュ
ニティを創り上げていきたいと考えています。
　しかし、この改革は OB・OG 会役員のメンバーだけで成し遂げられるものではありません。会員
の皆様一人ひとりのご参加が、OB・OG 会の未来を創る力となり、継続的な現役聖歌隊の支援にも
つながると考えております。どうぞ、これまで以上に積極的に活動にご参加いただければと思います。
　皆様のより一層のご参加を心よりお待ちしております。

立教学院諸聖徒礼拝堂聖歌隊
聖歌隊長　Scott Shaw
　ご存知のように、この 4 月、私たちは愛する長田会長を失いました。
　私の立教での日々を思い返すと、長田さんは会長に就任される前から、
陰日向なく私たちとともに歩んでくださいました。合唱音楽に対する情熱
や、私たち立教チャペルの聖歌隊に対する愛情、そして OB・OG 会長と
して私たちの活動を陰ながらお支えくださったこと……、数々の思い出が
脳裏に焼き付いています。
　なかでも思い出されるのは、ある年、聖歌隊が財政難に陥った時のこと。オーケストラを招聘し
たレクイエム奉唱会直前だというのに。この危機を電話で説明すると、彼女はただ一言。「私に任せ
ください」。1 週間もしないうちに、長田さんは決して小さくない額を用立ててくだいました。そして、
そのことを誇ることも愚痴をこぼすこともなく、むしろ控えめに、奉唱会当日にお金を渡してくだ
さったのでした。
　私個人に対してだけでなく、この聖歌隊と卒業生を支えてくださった長田さんのお働きに対し、
聖歌隊長として、永遠に感謝の意を表します。
　この秋のレクイエム奉唱会では、演奏される方、来場される方、それぞれの心の中に長田さんが
ともにいてくださると信じています。

巻頭挨拶
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活動報告活動報告
レクイエム奉唱会　2024 年 10 月 26 日（土）

　第２部 ケルビーニ「Requiem in c」の演奏に、30 名
の OB・OG が参加しました。声楽ソリストが登場しない
ため「合唱は始まりから終わりまで歌い続けるマラソン
のような作品」とショウ先生も表現する本作品。8 月末
からほぼ毎週、ショウ先生のご指導をいただき、無事本
番を迎えることができました。

※演奏会の様子は、以下のリンク、または左の QR コードから
https://x.gd/BHSpL

レインボーコンサート・総会・懇親会　2025 年 6 月 28 日（土）

　第 2 部では、現役生と 23 名の OB・OG による演奏
がありました。亡き長田会長を偲んで「In paradisum  
( フォーレ「Requiem」より )」や、10 年前の合同ス
テージでも歌われた「Let all the world in every corner 
sing」など、計４曲を歌いました。また今年は、OB・
OG も多く所属している、東京教区聖歌隊、Amplus 
Choir の出演もあり、聖歌隊活動のつながり・広がりを
感じる演奏会となりました。

※現役生・OB・OG のステージは、以下のリンクまたは右の QR コードから
https://x.gd/WFtPC

　演奏会終了後、OB・OG 会の総会を行いました。詳細は、4 ページをご覧く
ださい。
　総会後には、現役生と先生と共に、懇親会を行いました。「日々の糧を」を歌
い乾杯したのち、食事をしながら近況や思い出話に花を咲かせました。現役生からは、活動報告や
新入生の紹介をしていただきました。新入生の皆さんからの挨拶は、活動への希望やエネルギーで
溢れていて、現役生の活動が実りあるものになるようサポートしていきたいと、OB・OG 会の意義
を強く再確認しました。
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2025 年 OB・OG 総会
　6 月 28 日 ( 土 ) レインボーコンサート終了後、
チャペル会館 2 階マグノリアルームで 2025 年度
OB・OG 総会を開催いたしました。総会後には
現役生を交えた懇親会も実施し、盛況のうちに終
了いたしました。 総会では下記の 2 つの議案が
提出され、すべて承認可決されましたことをご報
告いたします。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
第1号議案
2024年度活動報告
　2024 年度は、コロナ禍を経て停滞していた
OB・OG 会の活動を再起動させ、現役聖歌隊を
将来にわたって支援していくための基盤を再構築
した一年となりました。具体的な活動は以下の通
りです。

＜主な活動内容＞
持続的な活動のための財政改革：将来にわたる安
定的な財政基盤を築くための年会費を、メールで
のご連絡の方は 1,000 円、郵送でのご連絡の方
は 2,000 円に改定させていただきました。
　また、奉唱会等の演奏会にご参加いただく条件
として
① OB・OG 会の会費納入をしていること
②演奏者招聘費用に充てる所定の参加費を支払う
こと
を条件とさせていただきました。
現役聖歌隊への支援と関係強化： 皆様からお預か
りした会費をもとに、現役聖歌隊の関西ツアーに
おける交通費として 170,000 円の支援を行いま
した。また、卒業される現役
生へ記念品を贈呈いたしまし
た。
若手世代を意識した情報発
信：より多くの世代の方々
に活動を知っていただくた
め、 新 た に X（ 旧 Twitter）
アカウントを開設し、情報発信を開始しました

（https://x.com/Rikkyochoirobog）。 ぜ ひ 皆 様
フォローをお願いいたします。
また、若手の OB・OG に向けては LINE を用い
たお知らせ配信も開始いたしました。
OB・OG と現役の交流機会の創出：奉唱会への

OB・OG 参加枠を設け、世代を超えて共に歌う
機会を創出しました。また、総会後には懇親会を
数年ぶりに復活させ、現役生との貴重な交流の場
となりました。今後も年に 1 回程度のペースで懇
親会を継続予定です。

第2号議案
2024年度決算報告
　皆様のご協力により、2024 年度は年会費納入
者 119 名、賛助金納入者 38 名と、多くの方々か
らご支援を賜りました。2023 年度と比較して、
年会費・賛助金の納入者ともに大幅に増加してお
ります。心より御礼申し上げます。詳細な収支報
告につきましては、右ページの資料をご確認くだ
さい。

〇 2024 年度決算書
（2024 年 1 月 1 日～ 2024 年 12 月 31 日）
（収入の部）

科　目 金　額
繰越金 1,056,001

年会費・賛助金
　　年会費 119 名 160,000
　　賛助金 38 名 172,600
　　　　計 332,600

演奏会参加費 87,000
合　計 1,475,601

（支出の部）
科　目 金　額

演奏会等援助金 330,000
通信費 99,613
懇親会費 64,251
印刷費 40,120
消耗品費 15,333
WEB サイト運営費 5,016
振込手数料 7,361
小平霊園管理料 1,000

小　計 562,694
繰越残高 912,907

合　計 1,475,601

第3号議案
2025年度活動方針
　2025 年度は、OB・OG 会に所属する「価値」

X アカウント
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を向上させるべく、以下の施策を中心に活動して
まいります。会員の皆様の体験価値を高めること
で会費納入者を増やし、現役聖歌隊への更なる還
元へと繋げていく好循環を目指します。
＜主な活動方針＞
会員データベースシステムの刷新：会員管理、メー
ル配信、会費徴収等を円滑化し、利便性を向上さ
せます。
SNS 等での情報発信強化：現役の活動の様子を
積極的にお知らせし、応援しやすい環境を整えま
す。
OB・OG の横のつながりを強化：OB・OG が所
属する合唱団の宣伝告知の場を設けるなど、会員
同士の交流を促進します。

【訃報】
　かねてよりご療養中でありました長田睦子さん
がご逝去されました。
　ここに謹んで哀悼の意を表し、お知らせ申し上
げます。

新会長および新役員募集のお知らせ
　現役員の任期満了に伴い、次期会長および新役
員を募集いたします。OB・OG 会の未来を共に
創ってくださる方の立候補、ご推薦をお待ちして
おります。
＜募集要項＞
募集役職： 会長、役員
任　　期： 3 年間
活動頻度： 月 1 回程度のミーティングを予定
活動方法： Discord、LINE、Zoom などを活用し
たオンライン形式が中心です。
応募締切： 2025 年 10 月 31 日 ( 金 )

　ご応募いただいた方は、本年秋から暫定的に活
動にご参加いただき、来年の総会にて正式に承認
させていただく流れを予定しております。自薦・
他薦は問いません。ご興味のある方、ご質問のあ
る方はお近くの役員までお声がけください。
　皆様のご応募を心よりお待ちしております。
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2024 年度 関西ツアー2024 年度 関西ツアー
実施報告と御礼実施報告と御礼

　昨年 9 月に実施いたしました関西ツアーに際し、OB・OG の皆さまより多大なるご支援・ご協力
を賜り、誠にありがとうございました。おかげさまで、大阪・神戸の各地での活動を無事に終える
ことができ、多くの方々に私たちの歌声を届ける貴重な機会となりました。
　今回のツアーは、私たち現役隊員にとって、初めて訪れる会場や地域での演奏や奉仕、現地の方々
との交流を通じて、音楽的にも人間的にも大きく成長する機会となりました。実施までの準備は決
して平坦ではありませんでしたが、本番での緊張感と、その後に広がる拍手や笑顔、そして温かい
お言葉ですべての努力が報われた気持ちがいたしました。あの時から早くも 1 年が経とうとしてい
る今、ツアーでの経験によって私たちが得たものの大きさを、改めて実感しております。
　このような素晴らしい経験は、106 年という歴史の中で代々受け継がれてきた聖歌隊の伝統と、
それを支えてくださる OB・OG の皆さまのお力添えなくしては得られないものばかりでした。深く
感謝申し上げます。
　ささやかではございますが、ツアーにおける活動記録と写真、演奏や奉仕の動画は以下の URL ま
たは QR コードよりご覧いただけます。ぜひ、当日の様子と私たちの歌声をお楽しみいただければ
幸いです。

・関西ツアー活動報告書（PDF）　https://x.gd/jPfYs
・演奏動画リンク集（報告書に掲載したものと同じ）　https://x.gd/th5O5
・9/14( 土 ) 神戸聖ミカエル教会での夕の祈り：https://x.gd/MCoue
・9/15( 日 ) 神戸聖ミカエル教会での主日礼拝：https://x.gd/a0DNO
・しおり（OB・OG 共有用）　https://x.gd/WIKJL

　今後もこの経験を礎に、より一層良い歌声をお届けできるよう、隊員一同精進してまいります。
引き続き温かいご支援・ご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

2025 年 8 月
立教学院諸聖徒礼拝堂聖歌隊　2024 年度代表　米川櫻子

神戸聖ミカエル教会
夕の祈り

神戸聖ミカエル教会
主日礼拝

活動報告書（PDF） 演奏動画リンク集 しおり
（OB・OG 共有用）
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聖歌隊からのお知らせ
代表挨拶
　平素より聖歌隊の活動に温かいご支援を賜り、誠にありがとうございます。 2025 年度代表を務
めております、高橋瞳子です。春学期も終わり、いよいよ聖歌隊にとって幸せな忙しさにあふれる
秋学期が近づいてまいりました。この半年間、変わらぬご厚情をいただきましたことに、心より感
謝申し上げます。
　本年度は 4 月に 13 名の新入生を迎え、6 月 28 日にはレインボーコンサートを開催いたしました。
本年度も多くの OB・OG の皆さまにご出演いただきました。世代を超えて共に歌うことができた経
験は、私たちにとって大きな喜びであり、心に残るものとなりました。レクイエム奉唱会におきま
しても皆さまとご一緒できることを楽しみにしております。
　本年度はスタッフの人数に恵まれ、新入生や下級生もそれぞれの歌声で聖歌隊を力強く支えてく
れています。こうして充実した活動を送れるのは、コロナ禍という困難な時代を乗り越え、今日ま
で聖歌隊をつないでくださった先輩方、そして常に支えてくださる OB・OG の皆さまのおかげであ
ると、改めて実感しております。これからもスタッフ一同力を合わせ、来年度以降の聖歌隊がさら
に発展していけるよう努めてまいります。今後とも変わらぬご指導とご支援を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます。

入隊式
　本年度の入隊式は、夏合宿中の 9 月 11 日に執り行います。現時点で 11 名が新たに入隊する予定
です。
　半年前までそれぞれ全く異なる環境にいた学生たちが、立教大学に入学し、聖歌隊に興味を持っ
て集まってくれたことを大変嬉しく思っております。積極的に練習に参加する姿は頼もしく、彼ら
にとって尊敬される先輩でありたいと私自身も身の引き締まる思いです。
　秋学期には、レクイエム奉唱会に向けて新入隊員も OB・OG の皆さまとともに練習に励む予定です。
未来を担う彼らの活躍と成長を、ぜひ温かく見守っていただければ幸いです。

秋学期の予定
　9 月 8 日から 13 日にかけて、群馬県片品村のかさしな館にて夏合宿を行います。秋学期に向けた
アンセム練習を行い、最終日には榛名にある新生会にてコンサートを開催する予定です。
　10 月 25 日には、本年度のレクイエム奉唱会を開催いたします。今年はモーリス・デュリュフレ
作曲のレクイエムを奉唱することとなりました。荘厳なオルガンの響きとともにレクイエムを奉唱
できることを、隊員一同楽しみにしております。
　11 月 28 日には、例年通りイルミネーション点灯式に参加いたします。そして 12 月 20 日には、
Lessons and Carols を開催予定です。まだ先のことではございますが、今年度聖歌隊の集大成とな
りますのでぜひお越しください。お待ちしております。
　レクイエム奉唱会からクリスマス行事まで多忙な日々が続きますが、活動できることへの喜びと
感謝を胸に、これからも練習に励んでまいります。秋学期もどうぞよろしくお願いいたします。
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OB・OG 会からのお知らせ
年会費のお支払い・ご寄付のお願い
　現役聖歌隊の活動を支えるため、年会費・ご寄付を募ります。銀行振込の他、クレジットカード
で年会費のお支払いをご希望の方は Paypal でのお支払いも可能です。

銀行振込をご希望の方
 
	 送金先：ゆうちょ銀行
	 加入者名：立教学院諸聖徒礼拝堂聖歌隊 OB・OG 会
	 口座番号：00190-1-758674

	 他行からお振込の場合
	 銀行名：ゆうちょ銀行（金融機関コード　9900）
	 店名：〇一九店（店番　019）
	 預金種目：当座
	 口座番号：0758674

クレジットカードをご希望の方
下記 OB・OG 会のページの最下部より、Paypal へアクセス可能です。

（右の QR コードからもアクセス可能です）。
https://x.gd/JxRzv

連絡先変更時は連絡フォームよりお知らせください

立教学院諸聖徒礼拝堂聖歌隊 OB・OG 会報第 19 号

【発行日】	 2025 年 9 月 7 日
【発行元】	 立教学院諸聖徒礼拝堂聖歌隊 OB・OG 会事務局
		  〒 171-8501 東京都豊島区西池袋 3-34-1
		  立教大学ロイドホール 5F スコット・ショウ研究室

クレジットカード払いは
こちらから

　昨年度から、年会費額が郵送会員は 2,000 円、メール会員は 1,000 円に変
更となっております。OB・OG 会からの連絡方法ならびに会費額を変更した
い場合、またメール・郵送ともに連絡先が変更となった場合は以下のフォーム、
または右の QR コードより、連絡先変更の手続きをお願いいたします。

https://x.gd/hRr0n

　なお、住所やメールアドレスの変更等で、お知らせをお送りしても未到達に
連絡先連絡フォーム

なる方が増加しております。皆様の周囲で会報やメールなどを受け取れていない OB・OG の方がい
らっしゃいましたら、このフォームをご案内いただくようお願いいたします。
　また、現在受け取れている皆様でも、今後も確実に会報・メールでのお知らせを継続するため、
連絡先に変更があった場合はお手数ですが速やかにお知らせください。これまではメールでのご連
絡をお願いしておりましたが、今後はこのフォームよりお知らせいただきますようお願いいたしま
す。


